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世界経済全体の発展に伴なって拡大すると期待される株式市場を積極的に捉えるひとつの投資方法とし

 

て、将来の各国のGDP見通しに基づいて国の資産配分などを決定する方法があると考えられます。

下図では、2010年におけるGDP上位20ヵ国を投資対象とし、GDPの構成比に応じて、それらの国の代表的

 

な株価指数に2000年から投資※1したと仮定した場合のパフォーマンスです。その時々の世界の株式時価

 

総額の構成比に基づいて算出される世界株価指数※2を大きく上回る結果となりました。

 

2000年からの10年は、先進国に比べ、新興国の世界のGDPに占める割合が拡大しました。相対的に高い

 

成長を遂げている新興国では、海外からの投資の増加や資本市場の発達、企業業績の拡大などが相対的

 

に大きな株価上昇につながったと考えられます。そのため、現状のGDP構成比や株式時価総額構成比など

 

を参考にするだけではなく、この先10年、あるいは20年と、高い経済成長が続くと見込まれる国々に重きを

 

置くなど、将来の成長見通しに基づいて、資産配分を見直して行くことも重要になるのかもしれません。
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将来を見据えた資産配分を考える

楽読

 

（ラクヨミ）
Ｖｏｌ.283

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

※上記グラフは過去のシミュレーションであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

合成指数と世界株価指数の推移（円ベース）

（ご参考）世界株価指数

※1 2010年時点のGDP上位20ヵ国を抽出し、それらの代表的な株価指数を用い

 

て算出した合成指数です。20ヵ国内の割合（左図参照）をもとに指数化していま

 

す。ただし、実際の投資にあたっては、株式市場の規模や流動性などの問題か

 

ら、GDP構成比通りに投資を行なうことが出来るわけではありません。

※2 世界株価指数は、MSCI AC ワールド・インデックスを用いています。上記合

 

成指数とともに、日興アセットマネジメントが円換算しています。

2000年1月を100として指数化
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上位20ヵ国

 

GDP総額

 

49.9兆米ドル

 

（世界のGDP総額

 

61.8兆米ドル）

2010年の世界

 

のGDP構成に

 

基づいて算出

 

した合成指数

出所：IMF

GDP上位20ヵ国および20ヵ国内の国別構成比

 

（2010年IMF予想）
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